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平成 23 年度事業 2.企業開発力強化事業の重点 

試作・小ロット品対応力強化プロジェクト 

客先からの要求に対して、短時間で試作品や小ロット品を提案し供給できる、国

内最速の金属製品試作開発基地を目指すための研究会を立ち上げ、ニッチ分野での

ニーズの発掘による、新分野への参入を目指します。 

 

1.目的 国内産業の生き残りとして、試作品などの比較的数量の少ない製品でも対 

応して実績を積み上げていくことが重要であり、そのための対応力をネッ

トワークで対応するシステムを作ります。 

 

2.概要 ①小ロット・試作品をネットワークで対応する「研究会」を組織します。 

②センター設備と専門職員を活用し、材料分析・形状測定が短期間で可能

なことを特徴とします。 

③短期間試作や小ロット品製造にも対応できる地域であることを従来以上

に PR していきます。 

 

3.目的実現のための手法 

    ①開拓：企業訪問を介したニーズ掘り起こし 

        大学との連携で研究設備・治具試作などのニーズ掘り起こし 

    ②周知：PR カタログの製作 

        各種展示会での PR と受注（機械要素技術展でキックオフ） 

 

4.期待される成果  

試作品・小ロット品をきっかけとした新分野への参入と継続取引の実現 
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